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「戦争法廃止」のうねり広がる

ア
ジ
ア
で
二
千
万
人
の
死

者
を
だ
し
た
太
平
洋
戦
争
か

ら
七
〇
年
に
あ
た
っ
て
、
歴

史
を
ふ
り
返
り
、
現
在
を
見

つ
め
、
未
来
を

展
望
す
る

こ
と
は
国
民
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
常
の
暮
ら
し

や
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
て
も
人
間
に
は

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
・
社
会
的
思
考
の

力
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
▼
二
万
人
に
近

い
犠
牲
者
を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

私
た
ち
の
身
近
で
の
体
験
を
こ
え
た
言

語
に
絶
す
る
苦
痛
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

自
然
災
害
に
対
し
て
の
減
災
は
切
実
な

課
題
で
す
。
し
か
し
七
〇
年
前
の
犠
牲

者
二
千
万
人
は
ま
さ
に
人
災
そ
の
も
の

で
す
。
あ
の
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
の
も

人
間
の
力
で
し
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

全
面
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
で
戦
争
は

終
結
し
ま
し
た
。
人
類
が
戦
争
で
苦
し

み
滅
亡
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
世
界
平

和
実
現
の
道
を
推
し
進
め
る
こ
と
。
そ

の
た
め
に
は
国
民
が
主
権
者
と
な
っ
て
、

民
意
に
よ
る
政
治
を
実
現
す
る
こ
と
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
た
日
本
が

新
憲
法
を
制
定
し
世
界
に
向
け
て
約
束

し
た
こ
と
で
し
た
▼
今
、
憲
法
も
民
意

も
ふ
み
に
じ
っ
て
戦
争
を
推
し
進
め
る

政
治
の
暴
走
を
許
す
ま
い
と
地
域
の
中

で
世
代
・
党
派
を
超
え
た
動
き
が
高
ま
っ

て
ま
す
。
「
望
郷
の
鐘
」
上
映
や
戦
争

展
、
来
る
12
月
6
日(

日)

伊
那
文
化
会

館
で
の
「
上
伊
那
平
和
の
つ
ど
い
」
も
、

そ
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
大
切
な
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）

地 蜂

11
月
22
日
（
日
）
、
共
産
党
青
年
後

援
会
主
催
で
唐
沢
ち
あ
き
さ
ん
を
囲
む

集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
が
提
案
し
て
い
る
国
民

連
合
政
府
の
話
を
唐
沢
さ
ん
が
行
っ
た
後
、

縦
横
無
尽
に
み
ん
な
が
聞
き
た
い
こ
と
や

話
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
医
療
・
介
護
現
場
、
戦
争
法
、

先
日
起
こ
っ
た
パ
リ
で
の
テ
ロ
事
件
、
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
に
勤
め
て
い
る
友
達
の
話
、

活
動
を
し
て
い
く
う
え
で
の
悩
み
な
ど
な

ど
話
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

最
後
は
、
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
で
闘
っ
て

切
り
開
く
し
か
な
い
で
し
ょ
う
と
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

12

月
６
日
の

「
上
伊
那
平
和
の

つ
ど
い
」
の
成
功

の
た
め
に
「
平
和

な
ら
新
婦
人
」
と
、

伊
那
支
部
が
行
動
。

来
年
か
ら
選
挙

権
が
18
才
以
上
に

な
る
の
で
、
高
校

生
に
も
考
え
て
ほ

し
い
と
、
11
月
９
・

12
・
16
日
に
伊
那

北
駅
前
や
創
造
館
前
、
沢
渡
駅
前
で
12
／

６
の
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

下
校
途
中
の
高
校
生
ら
が
次
々
チ
ラ
シ

を
受
け
と
っ
て
い
き
ま
し
た
。

発行：日本共産党

伊那市委員会

伊那市狐島3879
TEL：72－2465

ホームページ

「ＪＣＰ上伊那」

宣
伝
、
署
名
、
集
会
活
発
に

題 字

山口昭七氏

戦
争
法
成
立
後
、
政
府
内
で
、
自
衛
隊
は
「
ど
こ
に
で
も
行
っ
て
何
で
も
で
き

る
」
式
の
発
言
や
動
き
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
全
国
各
地

で
「
戦
争
法
を
な
く
そ
う
」
と
宣
伝
や
抗
議
行
動
な
ど
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
伊

那
で
も
多
く
の
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
と
り
く
み
を
強
め
て
い
ま
す
。

「
ち
あ
き
を
囲
め
！
！
」

青
年
の
取
り
組
み

2015上伊那
平和のつどい

12月6日（日）
「憲法と民主主義が

生きる日本へ」

講師 小森陽一
九条の会事務局長

東大大学院教授

伊那文化会館大ホール

18:15開場 18:45開会

23
日
午
後
、
日
本
共
産
党
の
唐
沢
ち
あ
き
参

院
選
挙
区
予
定
候
補
は
東
春
近
、
西
箕
輪
地
域

の
党
支
持
者
ら
を
訪
問
。
戦
争
法
廃
止
の
署
名

と
国
民
連
合
政
府
実
現
を
呼
び
か
け
、
「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」
の
購
読
を
訴
え
ま
し
た
。
訪
問
先

で
は
「
戦
争
だ
け
は
だ
め
」
「
戦
争
法
は
絶
対

廃
止
に
」
な
ど
と
次
々
と
署
名
に
応
じ
て
く
れ
、

握
手
な
ど
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。
「
赤
旗
」

読
者
が
４
人
増
え
21
人
の
署
名
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
行
動
に
は
、
共
産
党
の
飯
島
・
前

沢
・
柳
川
市
議
が
先
頭
に
立
ち
ま
し
た
。

唐沢ちあきさん

伊那を駆ける！

ど
の
子
も
戦
場
に
送
ら
な
い
！

新
日
本
婦
人
の
会

11
月
16
日
、

沢
渡
駅
前
で
の
行
動

支
持
者
と
握
手
す
る
唐
沢

さ
ん
と
飯
島
市
議
（
右
）
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毎
月
第
１
月

曜
の
朝
７
時
15

分
か
ら
竜
東
橋

た
も
と
で
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
を

計
画
。
11
月
19

日
は
22
名
（
東

春
近
で
15
名
）

が
駆
け
つ
け
て

「
戦
争
法
廃
止

で
手
を
つ
な
ご

う
！
」
の
大
看

板
を
掲
げ
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

九
条
の
会
ニ
ュ
ー

ス
は
活
動
の
紹

介
と
会
員
の
交
流
な
ど
も
掲
載
、
22
号
に
。

12
月
12
日
午
後
１
時
～
３
時
「
九
条
の
会

会
員
の
つ
ど
い
」
の
成
功
に
も
全
力
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

竜
東
で
は
、｢

９
条
を
守
り
、
戦
争
法

の
廃
止
を
求

め
る
竜
東
平

和
の
つ
ど
い
」

が
11
月
8
日

中
央
区
公
民

館
で
行
わ
れ

22
名
が
参
加
。

戦
争
経
験
者
、

中
国
大
陸
か

ら
の
引
き
揚

げ
者
、
若
者
な
ど
７
名
が
戦
争
や
戦
争
法

に
関
す
る
話
を
し
ま
し
た
。
「
地
元
の
人

の
話
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」
、
「
戦
争
は

絶
対
ダ
メ
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
「
会
」
は
、
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
が
呼
び
か
け
た
２
０
０
０
万
人
署
名

や
９
の
日
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
宣
伝
カ
ー

の
運
行
な
ど
の
活
動
方
針
を
確
認
し
、
市

民
向
け
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

11
月
３
日
午
後
は
、
作
家
の
澤
地
さ
ん

ら
の
呼
び
か
け
に
応
え
ベ
ル
シ
ャ
イ
ン
前

で
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」
や
「
戦
争

法
へ
ぇ
や
め
ら
し
」
な
ど
の
看
板
を
掲
げ

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
21
名
が
参
加
。

こ

の
行
動
に
、
西
箕
輪
、
竜
西
、
東
春
近
、

高
遠
、
医
療
生
協
の
会
員
ら
も
駆
け
つ
け

ま
し
た
。
交
代
で
マ
イ
ク
を
握
り
活
動
報

告
や
戦
争
法
の
内
容
と
戦
争
法
の
廃
止
を

訴
え
て
い
ま
し
た
。
買
い
物
客
ら
が
「
が

ん
ば
っ
て
」
と
手
を
振
る
な
ど
激
励
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

11
月
３
日
午
後
１
時
か
ら
１
時
間
、
中

坪
公
民
館
前
で
「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な
い
」

の
看
板
を
５
名
が
掲
げ
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11
月
15
日
（
日
）
、
「
虹
の
市
」
で
憲

法
カ
フ
ェ
を
出
し
、
九
条
グ
ッ
ズ
の
販
売

も
し
ま
し
た
。
当
日
ま
で
降
り
続
い
た
雨

の
た
め
、
高
遠
町
勝
間
の
「
ほ
り
で
い
ド
ー

ム
」
内
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
地

元
以
外
の
方
も
訪
れ
、
憲
法
九
条
を
守
る

Ｐ
Ｒ
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
「
会
」

で
は
来
年
１
月

24
日
（
日
）
に

映
画
「
戦
場
ぬ

い
く
さ
ば

止

み
」
を
上
映

と
ぅ
ど
ぅ

す
る
た
め
に
奮

闘
を
始
め
ま
し

た
。
（
連
絡
先

大
場
保
子
☎
94-

３
５
９
４
）

11
月
１
日
と
15
日
の
午
後
、
共
産
党
事

務
所
の
宣
伝
カ
ー
で
区
内
の
街
頭
か
ら

「
戦
争
法
廃
止
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

車
中
か
ら
手
を
振
る
人
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
な
ら
す
な
ど
の
激
励
が
目
立
ち
ま
し
た
。

10
月
30
日
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
報

告
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
参
加

し
た
自
分
た
ち

が
上
伊
那
で
何

を
や
っ
て
い
く

の
か
を
み
ん
な

で
考
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
上
伊

那
か
ら
21

名
の

参
加
で
、
う
ち

４
名
が
高
校
生

と
若
い
人
た
ち

の
参
加
も
多
く
、

今
後
の
運
動
を

一
緒
に
作
っ
て

い
け
る
手
ご
た

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
有
坂
）

戦
争
法
案
が
９
月
19
日
に
強
行
採
決
さ
れ
て
２
ヶ
月
、
九
条
の
会
な
ど
に
よ
っ
て

戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
行
動
や
12
月
６
日
の
「
平
和
の
つ
ど
い
」
の
成
功
に
向
け

て
の
活
動
が
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
法
止
め
る
力
、
私
た
ち
か
ら

東
春
近
九
条
の
会

高
遠
町
九
条
の
会

党
東
春
近
支
部

竜
東
九
条
の
会

手
良
九
条
の
会

11／19 竜東橋たもとで戦争法廃止を呼びかける会員ら

平和のつどいで交流する竜東の人々

虹の市に出店して会をＰＲ

原
水
禁
世
界
大
会
の

報
告
集
会
開
か
る

10／30 原水禁世界大会報告集会（伊那市内）
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上
伊
那
平
和
の
つ
ど
い
に

ご
参
加
を建

石
繁
明

私
が
、
日
本
の
現
状
と
将
来
に
、
最
も
危
惧
の
念
を
抱

い
て
い
る
の
は
、
「
戦
争
法
」
成
立
後
に
動
き
出
し
た

「
軍
事
依
存
経
済
」
の
活
発
化
で
す
。

防
衛
省
は
科
学
者
と
の
結
び
つ
き
を
着
々
と
強
め
て
い

ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
大
学
や
企
業
か
ら
軍
事
技
術
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
公
募
す
る
「
安
全
保
障
技
術
研
究
推
進
制

度
」
を
始
め
、
９
件
を
採
択
し
て
い
ま
す
。
予
算
は
１
件

当
た
り
、
最
高
年
間
３
０
０
０
万
円
（
最
長
３
年
間
）
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
、
10
月
に
は
、

防
衛
装
備
の
調
達
・
開
発
を
一
元
管
理
す
る
防
衛
装
備
庁

・

・

・

・

・

を
創
設
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
軍
事
転
用
可
能
な
技
術

が
国
内
外
に
ど
の
よ
う
に
存
在
す
る
か
把
握
す
る
こ
と
も
、

任
務
の
一
つ
だ
。
」

と
豪
語
し
て
憚
り
ま
せ
ん
。

は
ば
か

日
本
の
科
学
界
は
、
侵
略
戦
争
に
科
学
者
が
加
担
し
た

反
省
か
ら
、
戦
後
、
軍
事
研
究
と
一
線
を
画
し
て
き
ま
し

た
。
日
本
学
術
会
議
は
、
１
９
５
０
年
、
「
戦
争
を
目
的

と
す
る
科
学
の
研
究
に
は
、
今
後
絶
対
に
従
わ
な
い
」
と

す
る
声
明
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
池
内
了
さ
ん
（
天
文
学

さ
と
る

者
・
名
大
名
誉
教
授
・
九
条
科
学
者
の
会
呼
び
か
け
人
）
は
、
「
科

学
者
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
き
る
役
割
を
果
た
し
て
、
公
衆
の

福
利
に
寄
与
す
る
社
会
的
責
任
が
あ
る
」
と
語
り
ま
す
。

12
月
6
日
（
日
）
、
上
伊
那
平
和
の
つ
ど
い
が
、
９
条

の
会
事
務
局
長
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
の
小
森
陽
一

さ
ん
を
迎
え
て
、
伊
那
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
は
、
常
園
寺
の
角
田
住
職
（
駒

大
教
授
）
も
参
加
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

プロ

去
る
10
月
28
日
、
伊
那
の
裁
判

所
は
、
西
春
近
細
ヶ
谷
の
太
陽
光

発
電
計
画
に
関
し
て
、
片
桐
建
設

が
土
生
田
さ
ん
に
訴
え
て
い
た
６

千
万
円
の
損
害
賠
償
請
求
を
棄
却

し
、
逆
に
、
片
桐
建
設
は
土
生
田

さ
ん
に
慰
謝
料
５
０
万
円
を
支
払

え
と
の
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

判
決
は
、
確
定
し
ま
し
た
。

判
決
は
、
全
国
の
多
く
の
住
民

を
励
ま
す
画
期
的
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
裁
判
中
に
伊
那
市
が

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
っ
て
開
発

業
者
に
対
す
る
規
制
を
始
め
た
こ

と
も
画
期
的
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
土
生
田
さ
ん
と
裁

判
闘
争
を
支
援
し
た
皆
さ
ん
の
粘

り
強
い
取
り
組
み
の
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

お
礼

土
生
田
勝
正

は

ぶ

た

判
決
の
確
定
で
一
年
と
八
か
月

に
渡
る
心
の
重
し
が
取
れ
ま
し
た
。

恫
喝
訴
訟
を
す
る
企
業
と
、
そ

れ
に
加
担
す
る
弁
護
士
を
許
さ
な

い
社
会
と
な
り
、
こ
ん
な
苦
し
い

思
い
を
す
る
の
は
、
私
で
最
後
に

な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

長
い
間
の
ご
支
援
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
沢
け
い
子

様
々
な
悪
条
件
が
重
な
っ
て
、
住
居

を
失
っ
た
人
に
対
し
て
の
福
祉
施
策
が
日
本
ほ
ど
貧
困

な
国
は
な
い
。

経
済
大
国
と
言
い
な
が
ら
、
住
居
の
格
差
に
対
し
て

こ
れ
程
無
関
心
で
い
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
等
で
は
、
衛
生
的
で
安
心
し
て
眠
る
こ
と
が
で

き
る
、
適
度
の
広
さ
の
住
宅
の
確
保
が
福
祉
の
最
初
に

据
え
ら
れ
て
い
る
。

伊
那
市
で
は
市
営
住
宅
に
浴
槽
も
給
湯
器
も
な
く
、

き
ょ
う
の
食
事
に
も
事
欠
く
人
に
対
し
て
、
10
万
円
を

超
え
る
給
湯
機
な
ど
を
個
人
で
準
備
せ
よ
と
言
う
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
人
に
は
対
応
で
き
る
緊
急
の
融
資
も

な
い
。

一
般
質
問
等
で
取
り
上
げ
、
改
善
を
要
望
し
て
い
る
。

福
祉
の
基
本
に
住
居
を
据
え
、
良
い
眠
り
が
あ
れ
ば
、

心
身
を
病
む
こ
と
な
く
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
行
け
る
の
に
。

住
居
の
貧
困
が
医
療
費
を
増
大
さ
せ
生
保
の
長
期
化
を

助
長
し
て
い
る
。

市議の窓

住
居
の
貧
困

＆ ぷろ

29

太
陽
光
発
電

恫
喝
訴
訟

画
期
的
な
判
決
で
勝
利
！

弁
護
士

木
嶋
日
出
夫

判
決
文
の
一
部
（
望
月
裁
判
官
）

「
会
社
側
の
提
訴
は
、
裁
判
制
度

に
照
ら
し
て
著
し
く
正
当
性
を

欠
く
」

「
住
民
が
反
対
意
見
や
質
問
を
述

べ
る
こ
と
は
当
然
で
、
違
法
性

は
な
い
」

勝利を喜ぶ土生田さん（前列）と支援者の

みなさん（長野地裁伊那支部の前で）
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熱
き
夏

長
谷

中
山

友
悦

七
十
年
平
和
を
求
む
熱
き
夏

百
舌
鳥
鳴
き
て
見
上
げ
た
空
に
残
り
柿

も

ず

婿
殿
の
薪
割
る
音
や
冬
近
し

初
雪
や
ど
こ
ま
で
続
く
ケ
モ
ノ
道

欠
礼
の
は
が
き
の
多
き
歳
の
暮
れ

俳
句

☆ 第２４次東北被災地支援隊派遣
１２月４日（金）～１２月６日（日）
岩手県大槌町・釜石市
ボランティア参加者、支援募金、物資募集中
募金・物資は、お近くの党員にお渡し下さい。
連絡先 党上伊那地区委員会（72－2465）

☆ マイナンバー制度学習会
１２月５日（土）18：00～
伊那市旧勤労者福祉センター２階大会議室
主催 上伊那民主商工会（72-0550）

☆ 第2回健康づくり交流会
１２月６日（日）9：30～ 12：00

東春近ふれあい館(ＪＡ春富支所隣)

笑いヨガ体験できます。

参加費 300円（組合員）500円（未組合員）

主催 医療生協健康づくり委員会

連絡先 組合員センター（79－8702）

☆ ２０１５上伊那平和のつどい
１２月６日（日）18：15開場 18：45開会
伊那文化会館大ホール

「憲法と民主主義が生きる日本へ」
講師 小森 陽一

九条の会事務局長・東大大学院教授

参加協力券 １０００円

（障がい者８００円、高校生以下無料）

主催：2015上伊那平和のつどい実行委員会

事務局 馬場毅（090－3558－5360）

☆ 『学習の友』学習会
１２月１１日（金）午後７時～８時半

タウンステーション伊那まち

主催 上伊那学習協（81－4371 竹村）

☆「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～６時半
いなっせ北側広場
主 催 さよなら原発上伊那の会
連絡先 医療生協組合員センター

12月4日：東春近 11日：富県 18日：美篶

25日：竜西・長谷 1月1日：竜東・高遠

（医療生協担当支部）

風物詩 シクラメン栽培
（伊那市 境）

♪「うす紅色したシクラメンほどまぶしいものはない」

シクラメンは長野県が全国一の生産地。今、出荷の

最盛期を迎えています。葉の数だけ花が付くと言われ、

高温を避けて、花がら摘み、鉢回しなど上手に手入れ

すれば長持ちします。


